
定例会での一般質問が、１年後どのように反映されたかを追跡！
今回は、昨年１２月定例会の中から選んでみた。

高齢者見守り
「安心カード」の実施を
一人暮らし高齢者の孤独死を
防ぐため、身内や持病などを
記入した「救急安心カード」の
実施を

子宮頸がん・ヒブ・小児用
肺炎球菌ワクチン助成を
国は実施自治体に２分の１の 
助成を決めた。
町も、一日も早い公費助成の
取組開始を！

県道名古屋豊山稲沢線
拡幅工事の進捗は？
県道名古屋豊山稲沢線の、名
古屋市境から社会教育セン
ターまでの工事の進み具合は
どのくらいなのか？

第６次高齢者福祉計画等
の作成に合わせて検討
孤独死を防ぎ、地域での見守
り体制構築のためにも、第６次
高齢者福祉計画などの作成に
合わせて検討

助成制度構築のため
準備を始める
平成２３年度の実施に向けて
実施方法・単価などの助成基
準を西名古屋医師会と協議を
して実施に向け準備を始める

平成２３年４月より
供用開始予定
平成２１年度末で９０％まで進
んでいる。平成２２年度中に完
成して、平成２３年４月から供
用開始の予定である

福祉計画策定中。
一部の地域で自主的に実施
第６次高齢者福祉計画等は
現在策定中。一部地域で先
行して自主的に実施

平成２３年度より
助成を実施
平成２３年４月より、子宮頸が
んは中１から高１の女子、ヒブ・
肺炎球菌は、０～４歳児を対象
に自己負担１割で助成を開始

供用開始は、平成２３年９月から
完全終了は平成２４年２月末の予定
昨年４月にはほぼ完成してい
たが実際の供用開始は９月に
ずれ込んだ。完全終了は２月
末の予定

答　弁 答　弁 答　弁

どうなった どうなった どうなった

ファミリー・サポート・センターをご存知ですか？

力を合わせて住みよいまちを

多かった防災に関する一般質問　

豊山町ファミリー・サポート・センター　電話／（０５６８）３９－００６０　Fax／（０５６８）３９－００９０

　平成２３年第４回定例会において、議案第７４号平成２３年度一般会計補正予算（第４号）で、
ファミリー・サポート・センター事業費として５１万１千円が増額補正された。
これは、臨時職員１名から２名の増員による。
　地域で子育て支援をする、ファミリー・サポート・センター事業をご紹介する。

　１２月議会では防災関連の質問が目立った。１０人中４人が取り上げました。
東日本大震災、頻発する水害、近く必ず起こると言われる連動大地震。想定外の大災害に立ち向かうには、
役場も住民も、どういう備えをしたらよいのか。

　仕事や用事で保育園の迎えに行けない。病院に行くけど子どもを連れて行けな
い。美容院に行きたいけど子どもをどうしようかなど、困った経験はありませんか？
　ファミリー・サポート・センターでは、子育て中のお父さん・お母さんを支援します。

　第４次総合計画をテーマに“小さくてキラリと輝く町づくり”をめ
ざして開催された町民討議会。１０月３０日（日）と１１月６日（日）の２
日間、社会教育センター研修室で、世代や職業を越えた４２人の
方々が、グループに分かれて、それぞれの熱い思いや意見を交換し
た。豊山町の将来像に向かって、どう協働できるか、どうすれば実現
できるか、考え、発表しあった。
　地域主権の時代にあって、これからの豊山町は役場任せでなく、
私たちも一緒に考え、行動するためにも来年度は、あなたも参加を！

ファミリー・サポート・センターとは

★お父さん・お母さん、困ったら利用してみませんか？まずは、「依頼会員」の登録手続が必要です。
★ボランティア（有償）でお手伝いしてもらえませんか？
　子育てのお手伝いをしていただける「提供会員」を募集しています。

熱く語りあったまちの将来～町民討議会議～

供用開始前

詳しい申し込み方法・お問い合わせは

どうなったあの答弁あ
の1年前の 質問

供用開始後
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